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１．ソウル会議 

１１月４日（水）～５日（木）の１日半、韓国のパジュ市で ISO/TC130/WG12 会議（2015

秋季国際会議）が開催、出席しましたので報告します。５日（木）は午後２時半終了。 

WG12 への登録は 12 ケ国（ISO/TC130 の P メンバーは 25 ケ国）です。会議の出席者

は４日（水）が１４名（日本からの出席は中村氏（大日本印刷）と松尾）、５日が１３名（生

原氏（大日本印刷）と松尾）です。 

前回のボローニャ会議から WG12 の議長国である中国の出席者は大幅に縮小して４名

になったことを報告しましたが、今回は更に減って、３名（４日の午後から１名増員、）で

会議が始まりました。会議の冒頭に議長から、これまでに中国の活動をサポートしてきた

英国人コンサルタントMr.John Charnockが業務多忙を理由にボローニャ会議直後にサポ

ートを止めたことの報告がありました。 

今回の審議案件は２件。事前の案内では３件でしたが、１番目の議題の ISO/FDIS16763

綴じの規格は 2009 年の北京秋季国際会議からの WG12 の中国の活動を総括する報告（下

記の注を参照してください）に終始してコメント対応（RoC）はありませんでした。この

総括する報告の中で 2009 年にタスクフォース２（TF2）として発足、翌年 2010 年にサン

パウロ会議で WG12 が発足したこと Ms.Lucy Lin（ハイデルベルク中国）を詳述していま

した。審議案件の２件について下記に報告します。 

注：ISO/IEC 専門業務用指針の 2.6.3 項を適用して ISO 発行段階に移行。同指針の 2.6.4

項の注記にある「DIS コメントによって技術的変更が生じる場合に関するプロジェク

トリーダーによる精査や書面審議」には該当しないという判断です 

 

２．報告 

２．１ ISO/WD16762 後加工の全般の規格 

 この WD の投票期限 2015 年 10 月 21 日（水） 

日本は反対＋コメント 

コメントは投票期限後に到着した英国分を含め 225 件 

 ・コメント対応（RoC）の 2 番目の日本が出したコメント「規格値には合理的な説明が

必要」について約 1 時間の議論となりました。議論の要点は、①規格値は強制力のあ

るものではなく発注者と製本加工会社にコミュケーション・ツール、②万が一不具合

が発生した場合に備えて第三者にも判る費用負担を含むルールは有用、③確かに見当

精度に言及しているが印刷工程を規定するような内容ではなく基本は後加工工程、こ

れら①～③について反対するに相応しい理由の説明を要求されました。日本が付けた

コメントは 1 件だけ、WG12 メンバーみなさまからのコメントではなく、事務局が反

対の投票を行うに手続き上で必須なために付けたものです。約 1 時間、徹底抗戦しま

したが、素直に申し上げれば、手続き上のコメントで抗戦するには辛かったです。 

 ・日本からのコメント対応の後は主にドイツからのコメントへの対応でした 

・ドイツ（ドイツは賛成＋コメント）のコメントに対する姿勢は「不具合が発生した場

コメント [41]: 事務局 2016/04/07 

昨年の秋季国際会議では日本のコメント

１件でもって抗戦しました。しかし１件の

コメントで主張を展開するのは厳しいで

す。 

今回は DIS 段階なので何かを主張するの

であれば、極めて具体的な内容が必要と思

います。 
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合にはこの規格を利用する。不具合が明確でないなら不適用」というものです 

・この姿勢はコメント対応（RoC）の 22 番目に顕著です。WD 案の 4.2.6 項ではサイズ

と形状の規定をしていますが、ドイツはここに「サイズと寸法によって何か問題が発

生したら」と追記を要求しています。 

注：会議で行われたコメント対応（RoC）の詳細は後日に配布。詳細はそちらを参照

してください 

・別表 B で検査のサンプリングについて適用する ISO 規格の適否が議論となり、その

結果、ISO2859-1 の適用を削除することになりました 

・ドイツが DIS 投票のスケジュールを中国に確認、2016 年 5 月に予定される春季国際

会議（ドイツのベルリン市）に DIS 投票の結果を審議するスケジュールで本件を運ぶ

ことを促しました 

 

２．２ ISO/CD19594 ページ引っ張り試験の規格 

この WD の投票期限 2015 年 10 月 14 日（水） 

日本は反対＋コメント 

コメントは 35 件 

日本のコメント対応（RoC）を報告します（他は後日される資料を参照してください） 

①日本 4 番＝RoC の 008：引っ張り試験の位置 

 ・日本の提案にある「製本された複数の折丁の一番目の真ん中、中央に位置する折丁の

真ん中、複数ある折丁の最後の真ん中を引っ張る試験方法は表紙や裏表紙との接着都

合を反映していて現実的でもあるが、一方、ドイツの Fogra（本 WD の編集者が所属

するドイツのミュンヘン市にある半官半民の印刷研究機関）や試験者は製本の内容を

知らないので試験が出来ない。試験の実施方法において無理がある」なので不採用 

・追加のテスト方法としてはどうか？ 

・この規格は強制規格ではなく第三者に判り易いことが要件、日本コメントは不採用 

②日本 9 番＝RoC の 009：後加工中の温湿度条件 

 ・日本提案にある「規格 shall から推奨 shall」とする。ドイツの場合は殆どの後加工場

はヒーターだけ設備しているが世界的にはそうではない。日本コメントを採用する 

③日本 6 番＝RoC の 012：引っ張り試験の速度 

・日本提案にある「20mm／分を規格 shall から参照 informative に変更」は引っ張り

試験の特性（資料 ISO/TC130/WG12/N259）から技術的に不合理、日本コメントは不

採用 

・日本から、当該資料の配布はボローニャ会議の後に行われることになっていたが、配

布時期が遅すぎて投票の際に見れなかったことを指摘 

 ・配布については既に配布済みであること、英国から 9 月 22 日に配布と発言があった 

    注：チェックしたところ、資料 ISO/TC130/WG12/N259 が WG12 に登録したメンバ

ーに配布されたのは 2015 年 10 月 22 日 22 時 02 分。したがって投票期限後 

④日本 1 番目＝RoC の 018：規格に該当する測定器は市販されていないことの指摘 

・この規格は強制規格ではない、この規格に見合う機器を製造するのに権利使用料は不

要、発注者と後加工会社の２者のことであり規格はコミュニケーション・ツール、デ

ータの互換性が必要な場合にこの規格を使用、という状況（事情）なので測定器が市

販されていないことが規格を運用することの障害にはならない、日本コメントは不採

用 

⑤日本 2 番目＝RoC の 018：ページ引っ張り試験の高再現性に関する報告書の開示要求 

コメント [42]: 事務局 2016/04/07 

ドイツのコメントは DIS への反映は無い

ようです。（複数に分けて記述されている

ことがあるかも） 

このドイツのコメントが反映された箇所

に気づかれた場合は事務局に連絡をお願

いします。 

コメント [43]: 事務局 

この規格はドイツの Fogra とドイツ印刷

工業組合が連携して提案、WG12 の幹事国

中国を介して ISO規格化を目指している

ものです。 

Fogra の検証実験等を経て文書化されて

いるので、日本からのコメントに Fogra

のデータが示されて反証され殆どが不採

用となっています。 

したがいまして。この案のまま規格になる

と見込まれます。 

現時点の要点は、反対しても ISO規格に

なるから賛成とするか、実態と技術的（ま

たはビジネス的）に異なるという理由を示

して棄権するべきか、検討する時期にあり

ます。 
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 ・本件に関する英語版の報告書を開示する、アクション・アイテムとして対応する 

 注：コメント対応（RoC）は上記の日本 2 番目をもって終了（残りは編集に関わるもの

で採用） 

   コメント対応（RoC）の終了後、近日中の本日の審議結果（採用したコメントを反映し

た修正版の CD で次ステップの DIS 原案）を配信すること、次ステップへ移行する計画

が示されました。 

 

３．WG12審議のスケジュール 

省略（ISO/TC130/WG12 N254のとおり） 

 

４．出席者 

 出席者は、後日に送付されてくる出席者リストの配布で報告とさせていただきます。 

 

５．まとめ 

中国の計画した後加工の ISO 規格（実態はドイツとの共同作業もあります）が発行され

ることが見込まれます。これまでのところ、国内の利害関係者の参加、特に製本関係者の

参加が不活発ですが、継続して利害関係者に対して参加をお願いして、多少なりとも日本

の意見が反映されるように努めていきたいと存じます。 

 

 

追記） 

 会議終了後、中国から製函関係の規格を作りたい、中国には実績があることの発言があ

りました。ドイツより該当する欧州規格 EN16679 があること、ISO/TC122（包装関係）

の存在の指摘がありました。中国の印刷後加工に関わる ISO 規格の熱意は力強いものを感

じます 
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